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川口淑子（Toshiko KAWAGUCHI） 

 

学位：修士（文学） 

早稲田大学文学研究科博士後期課程満期退学 

専門分野：イギリス文化、文学 

  

【著書】  

・『ヴィクトリア朝文化の諸相』（彩流社、2013年、共著） 

・『北米文化辞典』（朝日出版、2013 年、日本英語文化学会編、共著） 

・『TOEIC  TEST に挑戦』（開文社、2008 年、共著） 

・『Major Countries in the World ― 世界の主要国』（鳳書房、2006 年、共著） 

・『看護・福祉系大学編入・大学院の英語』（東京書籍、2004 年、共著） 

 

【翻訳】  

・オスカー・ワイルド「幸福な王子」、「わがままな巨人」（帝京大学研究年報人文編 27 号 pp.117-131. 

  2021 年、単著） 

・トルーマン・カポーティ「ミリアム」（帝京大学研究年報人文編 25 号 PP.117-131.2019 年、単著） 

・オスカー・ワイルド「ナイチンゲールと薔薇」（帝京大学研究年報人文編第 24 号 pp.55-62.2018 年、単

著） 

 

【論文】 

・イザベル・アーチャーの目 （日本英語文化学会「異文化の諸相」41 号 pp.21-29. 2021 年、単著） 

・へンリー・ジェイムズの「国際テーマ」と語り （日本英語文化学会「異文化の諸相」39号 pp.47-55. 

2018年、単著） 

・見知らぬ景色を懐かしむ ― 『日の名残り』に見る語りの機能 （英米文化学会「英米文化」48号 pp.1-

12. 2018年、単著） 

 

【研究発表】  

・イザベル・アーチャーの目 日本英語文化学会第 23 回大会（明海大学）、2020 年 9 月 4 日 

・歴史の「もし」をゴシックで考える ― ヘンリー・ジェイムズの The Jolly Corner から 英米文化学

会第 158 回例会（日本大学文理学部）、2019 年 6 月 8 日 

・ヘンリー・ジェイムズの語りの現代性 日本英語文化学会第 21 回大会 シンポジウム（昭和女子大

学）、2018 年 9 月 
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【その他】  

・栃木コンソーシアム（栃木県内の留学希望の大学生支援プロジェクト）に講座提供（イギリスの歴史

と現代社会）（2018 年～2021 年） 

・栃木県後援、帝京大学理工学部公開講座 「イギリス文化の黄金時代を知る」を担当（2019 年） 

・科研費を受けた共同研究では、多読を用いた英語学習に関する研究を行う（2018 年～2022 年） 
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令和 5（2023）年度ティーチングポートフォリオ 
 

氏 名 川口淑子 職位／役職 准教授 

 

1. 教育の理念  

 語学教育、教養教育を通し、学生が将来社会人として生活する際に役立てることができる教養、良識

を身につけることを目指す。特に英語の授業では、学生が基礎力を養い、外国でも活用できる知識やス

キル、コミュニケーション能力を身につけられるよう配慮した教育を行う。どのような場所でも信頼さ

れ、状況を理解しながら他者と協力できる学生の育成を目指し、その目的に合う教育を行う。 

 

2. 教育活動の内容 

 担当授業は、以下の通り。 

 Basic English,  Basic English（再履修） , Listening for TOEIC A, Writing Intermediate A,  Reading 

Intermediate A, 言語と文化（2023 年度春学期） 

 Reading Intermediate B, Basic English （再履修）, Listening for TOEIC B（2 クラス）, Writing Intermediate 

B, Reading Intermediate B, 語学研修（英語）準備講座（2023 年秋学期） 

 

授業以外では、ラウンジ教育において学生の学修相談に乗り、特に社会人の学生の学修全般について

の相談や、TOEIC Test 受験に際してのアドヴァイスを行った。TOEIC Test については、学生の学内受験

の支援として、試験運営のほか、受験前の学習方法などについて指導を行った。また、授業外の学生に

対する活動としては、長期留学をする学生の面接、留学レポートの確認、留学先の大学への連絡などを

行っている。 

オープンキャンパスでは、受験生とその家族を対象として、イギリスの食文化、特に紅茶についての

講座を担当し、地域住民や愛知県外の学外者と大学が接点を持つ支援を行っている。 

 

3. 教育の方法 

 授業は、語学が得意でない学生も参加しやすい内容、方法で行うため、導入的な学習内容を取り入れ

るとともに、学生同士が助け合うこともできるペア・ワークやグループ・ワークも取り入れる。また、

近年は多くの場面でプレゼンテーションの能力が求められるため、学生が簡単な英語で発表を行う練習

を授業に取り入れ、プレゼンテーションの基礎力を身につけることを目指している。 

 

4. 教育活動の成果・評価と改善方策 

 学生が客観的な評価を得られる機会である検定試験を視野に入れ、語学の授業では、英検や TOEIC 

Test の受験の準備となる学習も取り入れ、学生の受験を支援している。英語の授業では、留学生が非常

に多いクラスもあり、日本語力、英語力にかなりの開きがある場合もあるため、レベルの異なる受講者

が問題なく授業を受けられるように、必要に応じて学生同士がグループで課題に取り組み、学習に苦手

意識を持つ学生も成果を得られるように授業を設計している。また、学習意欲の高い学生に対しては、

追加で取り組む課題を出し、添削を行い、学習意欲を失わないように調整している。 
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5. 今後の目標 

 特に受講者の人数が非常に多いクラスや、学生の語学力に差があるクラスについて、どの学生も満足

感を持って授業を受けられるように、さらに工夫していきたいと考える。また、退学者を極力出さない

ため、学習や生活一般に問題がある学生についてはできるだけ早い段階で相談に乗り、卒業につなげる

よう教育方法を設計する。 
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